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内部統制システムの整備に関する基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、「内部統制システムの整備に関する基本方針」の一部改定を決議し

ましたので、下記のとおり改定後の内容をお知らせいたします。 

記 

 
１．当社及びグループ子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制その他会社の業務の適正を確保するための体制 
 
・持株会社体制下の親会社である当社におきましては、当社及びグループ子会社の取締役の職務の執行

の適法性を確保するための体制として、コンプライアンス体制の強化を企図して、複数の専門性を有す

る社外監査役を選任し、併せて取締役会規程、グループ経営会議規程、職務権限規程（決裁権限を含む）、

業務分掌規程及び関係会社管理規程等を策定し、適正に運用しております。 
・当社グループでは、当社及び主要なグループ子会社の取締役及び副本部長以上の使用人によって構成

されるグループ経営会議を設置しており、グループ全体で相互に重要な情報を共有することによって、

グループ全体の業務の適正を確保する体制としております。 
・当社グループでは、当社及び主要なグループ子会社の役職員から選任されたコンプライアンス委員に

よって構成されるコンプライアンス委員会を設置しており、当社及び主要なグループ子会社におけるコ

ンプライアンスに関する重要な事実を共有することによって、グループ全体における法令遵守及び業務

の適正を確保する体制としております。 
・当社及びグループ子会社は、グループ全体の経営理念、経営方針、当社及びグループ子会社の取締役

及び使用人が遵守すべき具体的な行動基準等を定めたコンプライアンス・マニュアルを策定し、当社及

びグループ子会社において周知徹底しております。 
・当社では、当社グループにおける法令違反、社内規則違反等を早期に把握、解決するために、社内及

び社外にコンプライアンス・ヘルプラインを設置し、当社及びグループ子会社における法令違反、社内

規則違反等について内部通報を受ける体制としております。 
・当社及びグループ子会社では、定期的に社員研修を行うことを通じて、法令遵守の重要性を周知する

とともに、コンプライアンス意識の醸成を図っております。 
・当社では、当社及びグループ子会社の業務執行部門から独立した代表取締役社長直轄の内部監査部門

を設置し、当社及びグループ子会社における業務プロセスを詳細に調査、監査及びモニタリングを実行

することにより、財務報告に係る内部統制の整備・運用面も含めた内部監査が実施・実践されており、

万一、当社及びグループ子会社の使用人の職務執行においてコンプライアンス違反等が存在した場合に

も、再発防止策・改善策が適時・適切に実施される体制としております。 
・また、当社及びグループ子会社では、反社会的勢力への対応についてもコンプライアンスの一環とし

て取り組んでおり、「反社会的勢力との関係遮断」をグループ共通の重点施策として位置付け、主要な

契約書類、取引書面等々において、暴排条項―反社会的勢力排除に関する条項―を記載して徹底を図っ

ております。 
 
２．当社及び主要なグループ子会社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
 



・当社及び主要なグループ子会社は、情報保存管理体制に関連する情報・手続等を共有しており、主要

なグループ子会社を含めた共通の電子稟議制度及び稟議規程、文書管理規程、個人情報管理規程並びに

情報管理規程等に準拠して情報の保存及び管理を行っており、当該規程は、当社及び主要なグループ子

会社の全役職員が閲覧でき、周知徹底できるように対応しております。 
・一方、当社及び主要なグループ子会社の株主総会、取締役会及びグループ経営会議等の主要な会議の

議事録及び関連書類並びに計算書類等の法定書類及び稟議その他重要書類等は、関連資料とともに関連

法令又は規程に定められた期間にて、保存・管理しております。 
 
３．当社及びグループ子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
 
・当社及びグループ子会社では、リスク管理体制の基底となるリスク管理規程及びリスク管理実施要領

を定め、更に当社及びグループ子会社の情報セキュリティを保全すべく情報セキュリティ基本方針及び

その他ＩＴに係る要領等を定め、これらの規程類に依拠したリスク管理体制の構築を推進しております。 
・当社グループでは、当社及び主要なグループ子会社の役職員から選任されたリスク管理委員によって

構成されるリスク管理委員会を設置しており、当社及び主要なグループ子会社のリスクについて、グル

ープ全体でリスクの把握、管理する体制としております。 
・当社及びグループ子会社においての主要なリスクとしては、１）直接又は間接に経済的な損失をもた

らす事象、２）事業の継続を中断・停止させる事象、３）信用を毀損し、ブランドイメージを失墜させ

る可能性等を想定しております。また、当社及びグループ子会社の各部署・部門においては、事業目的

に関連した経営に重大な影響をもたらす可能性があるリスクを具体的に識別するため、「リスク・リス

ト」を策定しております。 
・当社及びグループ子会社のリスク管理上、特に重大な危機・緊急事態等の不測の事態が発生した場合

には、危機（緊急事態）管理規程に基づき、社長を最高責任者（本部長）とする緊急時対策本部を設置

し、損害の拡大防止並びに危機（緊急事態）の収束に向けて社内外からの専門的なノウハウ・機能を集

約して、継続的に適切かつ迅速な措置を実施するための体制を構築いたします。 
 
４．当社及びグループ子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 
 
・当社の代表取締役及び取締役は、大半のグループ子会社の代表取締役社長を兼任することとしており、

一部のグループ子会社におきましては、同社の取締役又は監査役を兼任することとしております。これ

により、グループ子会社を含めた持株会社体制の全体的な統合性、統一性等の面において、グループ全

体で、整合性及び共通性のある各種の規程類に準拠した取締役の職務の執行が行われることとしており

ます。 
・当社グループでは、当社及びグループ子会社における効率的・合理的な経営計画や事業計画の策定・

推進、重要な情報の共有・活用を図るために、当社及び主要なグループ子会社の取締役及び副本部長以

上の使用人をもって構成するグループ経営会議を活用しており、各グループ会社間の相乗効果によって、

事業の拡充・協調等がなされる体制を構築しております。 
・当社及び主要なグループ子会社では、グループ全体で効率的な会計処理を実施するため、グループ共

通の会計管理システムを導入しております。また、当社は、グループ全体の資金調達の効率化のため、

グループ間貸付等のグループファイナンスを実施しております。 
・当社は、グループ子会社における兼任取締役の職務執行の効率化を図るべく、執行役員制度を設けて、

取締役の経営監督機能と業務執行機能の役割分担を明確化し、取締役の職務執行が効率的に、かつ効果

的に実施されるための体制（態勢）を整備・運用しております。 
 
５．グループ子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制 
 
・当社グループでは、当社及び主要なグループ子会社の取締役及び副本部長以上の社員が参加するグル

ープ経営会議において、グループ全体で相互に重要な情報を共有することとしており、これにより適時

にグループ子会社の業務執行に係る事項が当社に報告される体制としております。 
・当社では、関係会社管理規程を定め、グループ子会社における一定の重要な意思決定に係る事項につ

いては、事前に当社の担当部門に承認を求め、又は報告することを義務づけております。 



・当社では、当社の内部統制推進部門及び内部監査部門によるグループ企業集団の内部統制の再検証、

その運用状況の監視・牽制機能の拡充及び改善勧告等により連結内部統制の適切な整備・運用を推進す

ることで、統一性のある内部統制システムの構築を期して、企業集団におけるコンプライアンス体制及

び内部統制の強化による業務の適正化を図るべく鋭意、推進しております。 
 
６．当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する

事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 
 
・当社の監査役が職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、当社は、その人数、要件、期間及

び事由を勘案し、速やかに適任者を配置することで対応いたします。 
・当該使用人の取締役からの独立性を強化するとともに、監査役の当該使用人に対する指示の実効性を

確保するため、当該使用人が監査役の補助業務に従事する際には、監査役の指揮命令に従うものといた

します。また、当該使用人の業績考課、人事異動、賞罰については、事前に監査役の同意を得るものと

いたします。 
 
７．当社の取締役及び使用人又はグループ子会社の取締役、監査役及び使用人が当社の監査役に報告を

するための体制並びに当該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない

ことを確保するための体制 
 
・各月１回以上、定期的に開催される当社取締役会には、当社の監査役も出席し、取締役会での報告・

審議・決裁事項等を取締役と共有し、共通認識をしております。 
・毎週開催されるグループ経営会議についても、当社の監査役に対して事前に議題・議案を通知してお

り、同監査役において、その必要性を認めた場合には、グループ経営会議に出席することとされていま

す。また、グループ経営会議の議事内容については、グループ経営会議の開催後、速やかに議事録を作

成の上、当社の監査役ともこれを共有することとしております。 
・さらに、定期的に開催されるコンプライアンス委員会及びリスク管理委員会には、当社の監査役も出

席し、当社及び主要なグループ子会社のコンプライアンスに関する重要な事実や、リスク管理体制等に

関する事項について、報告を受けることとしております。 
・当社の監査役は、当社及び主要なグループ子会社間で共有の電子稟議システムにより、当社の監査役

は、個々の電子稟議を検閲して、グループ全体の業務執行をチェック・監視する機能を有しております。 
・当社の監査役は、重要な子会社の監査役を兼任することとしており、その他の子会社についても、グ

ループ経営会議やコンプライアンス委員会等を通じて、必要な報告を受けることにより、グループ全体

の業務執行をチェック・監視できる体制としております。 
・内部監査部門が監査により知り得た、当社及びグループ子会社に関する重要な情報や内部監査報告書

は、内部監査規程に基づき、確実に当社の監査役に報告される体制としております。 
・当社は、社内及び社外にコンプライアンス・ヘルプラインを設置し、当社及びグループ子会社におけ

る法令違反、社内規則違反等について内部通報を受けることとしており、通報内容については速やかに

当社の監査役に報告される体制としております。 
・当社は、監査役に対する報告をした者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行う

ことを禁止し、その旨を当社及びグループ子会社において周知徹底するものとします。 
 
８．当社の監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項 
 
・当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し、会社法第388条に基づく費用の前払い等の

請求をしたときは、当該請求に係る費用又は債務が当該監査役の職務の執行に必要でないと明らかに認

められる場合を除き、速やかに所定の手続に従い、これに応じるものとします。 
 
９．その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
 
・監査役監査の実務面において、当社及びグループ子会社の全業務部門は、監査役の要請に応じて当該

部門の使用人等が、関連する資料の説明・作成・編集等の監査実務の補助を行っております。また、内



部統制部門及び内部監査部門の要員も監査役の要請により、監査役の監査実務の補助機能を担っており

ます。 
 
 

 

 

 

以 上 


